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システムの成立性評価を目的とし，推力 1ton 級の LNG/LOX，バイオエタノール/LOX ロケットエ
ンジンの設計を進めている．また，設計されたロケットエンジンはエンジンシステムの成立性評
価の後，本センターで所有している高速走行起動装置の推進器として利用する予定である． 













① 地上推力 1000kg(1ton)級 
② スロットリング可能 













































































 (a)ガス加圧式 (b)ターボポンプ式 
図 1 LNG ロケットエンジン概念図 
 





を用いて実施した．その結果を表 1 に示す． 
表 1 エンジン理論性能計算結果 
 項目 記号 単位 LNG バイオエタノール
真空中推力 F0 kg
燃焼圧力 (Pc)ns MPaA 7 7
混合比(O/F) MR - 3.3 1.85
理論膨張比 ε - 10 10
真空中比推力 Isp[(Is)ts] s 307.9 292
理論推力係数 Cf - 1.639 1.64
特性排気速度 c* m/s 1842.4 1746.8
ノズル出口圧力 Pe MPa 0.107 0.11
地上比推力 Isp_a s 280.8 266.24
地上推力1000kg出力するの
に必要な推進剤流量
mtc kg/s 3.562 3.756
地上推力1000kg出力するの
に必要な燃料流量
mf kg/s 0.828 0.873
地上推力1000kg出力するの
に必要な酸化剤流量


















































 (a)LNG/LOX 燃焼器形状 (b)バイオエタノール/LOX 燃焼器形状 





その結果，地上比推力は LNG/LOX で約 281s，バイオエタノール/LOX で約 266ｓであった．燃焼
器全長は LNG/LOX で約 354.0mm，バイオエタノール/LOX で約 354.1mm，ノズル出口直径は
LNG/LOX で約 104.3mm，バイオエタノール/LOX で約 mm104.3 であった．これらの結果より，
推力 1ton 級の燃焼器サイズは LNG/LOX でもバイオエタノール/LOX でも同程度であることが判
明した．そのため，以降は常温で取り扱いが可能であり，密度が高く設備の小型化が図れるバイ
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